
12/15芦屋市生活困窮者自立支援推進協議会（意見交換会）グループワークまとめ

上月さんG 横道さんG 吉川G

１回目メンバー 杉江委員・藤川委員・三芳委員・三谷さん 谷委員・針山委員・安達主幹 川畑委員・倉内委員・宮平さん・佐藤さん

2回目メンバー 倉内委員・谷委員・三芳委員・三谷さん 川畑委員・藤川委員・宮平さん 杉江委員・針山委員・佐藤さん・安達主幹

やりたいこと、でき
たら良いと思うこと

・障がいのある人のひきこもり支援
・若者の不登校、ひきこもり支援（事例検討によ
る支援策の検討等）
・気楽に参加できる場として、趣味（ガンプラ、パ
チンコ、アニメ等）をテーマにした居場所（その
前に相手の趣味、領域について知る必要はあ
る）
・主訴のない相談等で疲弊している相談員の支
援

・趣味に焦点をあてた居場所の設置
→パチンコ、ガンプラ好き集まれ！
→ミニ四駆を作って走らせよう！
→パブリックビューイング（飲食自由）
→立ち飲みの場（カウンター内に相談員を置く
（会話のつなぎ役））

孤立しがちな中高年の男性もそういう場だった
ら来るのではないか。
また、会話の中から、自然と困り事をキャッチで
きるのではないか。

・ひきこもりの人は受け身なので、本人が主体と
なたり、自信がもてる関りができるような取組
・地域のお手伝い的なこと等で報酬を得る機会
の確保
・受診を嫌がる人が多いので、受診につながる
ような関り
・事業の場に地域の人がいて、その人から地域
イベントを誘ってもらえるような関り

＜支援が必要と思われる人＞
・障がいのあるひきこもりの人（障がい×困窮）
・若者の不登校、ひきこもり（教育×困窮）
・孤立しがちな中高年男性（高齢×困窮）

＜支援手法＞
・気軽に参加できる、趣味をテーマにした居場所づくり
・報酬を得る機会の確保
・医療機関未受診者の受診支援、フォロー

関わってほしい機
関、人など

・不登校について教育部門
・まちづくりデザイナー
・イベントの企画立案している人（福祉分野にな
い発想を持っている人）
・面白い取組をしている自治会

・コミュニティデザインに関わっている人
・スポーツ関係のイベントに関わっている人
・教育委員会

・参加支援につながる社会資源を持っている
（知っている、アイデアがある）地域住民
・歯科医師

・教育部門関係者
・まちづくり、コミュニティデザイナー
・イベント企画者（スポーツ関係）

会議運営に関連す
るアイデア

・事例検討 事例検討

新たな情報、取組に
つながるアイデア

・「こえる場！」参画企業や、新たな企業と連携
し、就労体験の場や居場所の創出を行う。
・市内のオシャレなカフェを居場所として活用で
きないかアプローチする。
→店の閑散時間帯に開催することで、店側もメ
リットがあるのでは。
→”オシャレ”で集客を募る。

・報酬など参加動機につながる取組
・掃除をしたら近くのコンビニで使える300円券
やちょっとした物を配布している
・医療費に不安のある人には治療前にレセプト
を通して費用の目途を伝えている

＜新たな取組のアイデア＞
・「こえる場！」等の企業と連携した、就労体験、居場所づ
くり
・市内のおしゃれなカフェ（閑散時間帯）を居場所に活用

その他意見

・ひきこもりの人はどこにいるのか発見が難し
い。（ご近所等で以前からそのご家庭を知って
いる人でないとわからない）買い物には行く人も
いるので、外ですれ違ってもそうとわからない。

・総合相談窓口につながる前の段階で、困りご
とを抱える人を拾えたら良いが、福祉色や行政
色が強い「相談会」を開いても、そういう人は来
ないと思われるので、仕組みづくりを考えていき
たい。（予防的取組）

・見通しがつかないことでの不安がある人が多
い
・アトピー性皮膚炎をきっかけにひきこもりや不
登校になる人も多く、受診も社会参加の機会と
捉えて見守っている。受診の際には「今日の服
おしゃれだね」など、本人に関心を持っているこ
とが伝わるような声かえを心がけている。

・ひきこもりの人の発見が難しい
・予防的取組を考えたい
・自身の業務の中での意識的な関り
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